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研究成果の概要（和文）：アイデンティティが不明確になる拡散と，社会的に否定的な役割を受け入れる否定的
アイデンティティの観点から，青年のひきこもりの長期的経過，ひきこもりに陥る機序，有効な予防法を理解す
るための研究を行った。長期縦断調査によって，青年のアイデンティティの拡散と否定的アイデンティティがひ
きこもりの長期的な軌跡を予測することを明らかにした。また，ひきこもり症状を示す青年に対する面接調査に
よって，「良い大学や会社に進むべき」などの「普通の生き方」に沿えずにアイデンティティ発達に問題を生じ
ていることを明らかにした。自分なりのやり方で社会的に認められるアイデンティティを発達させることの重要
性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research project examined (1) long-term trajectories of hikikomori 
symptoms, (2) mechanisms by which hikikomori symptoms develop, and (3) effective education for 
hikikomori symptoms from the perspectives of identity diffusion and negative identity. Long-term 
longitudinal surveys revealed that both identity diffusion and negative identity predict long-term 
trajectories of hikikomori among Japanese youth. Furthermore, in-depth interviews with youth having 
severe hikikomori symptoms indicated that youth who cannot follow normal life stories shared in 
society (e.g., “it is normal to get a job after graduation”) are likely to experience difficulties
 in identity development. These findings highlight the importance of developing an identity accepted
 by sociocultural contexts in one’s own way.

研究分野：発達心理学

キーワード： 否定的アイデンティティ　アイデンティティ拡散　ひきこもり　自己語り 　発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年，ひきこもりは日本だけでなく他国においても問題視されている。本研究は，多様な文化で共通して重要な
発達概念であるアイデンティティに着目するものであり，様々な文化圏で問題視されるひきこもりを統一的に理
解できる基盤を提供できる。アイデンティティ拡散および否定的アイデンティティという2種類のつまずきに着
目し，各経路でのひきこもり症状の特徴を明確化することで，ひきこもりとアイデンティティ発達の関連に包括
的な理解を提供する本研究の学術的意義は大きい。また，ひきこもりに対して有効なアイデンティティ発達のあ
り方を理解することで，今後の教育方法の改善方針の示唆を得る社会的意義もある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 ひきこもりは日本の重要課題であり，青年期に社会との関係性に問題を抱えた若者がひきこ
もりに陥りやすいことが指摘されている。これまで，社会の中で自分の役割意識を明確にできず，
職業等の重要な決定を主導できないアイデンティティ拡散 (以下，拡散) がひきこもりにつな
がりやすいと想定されてきた (Arnett et al., 2014)。 
 しかし，役割意識を明確化する教育を受けても，ひきこもりが長期化する若者が繰り返し報告
されてきた。彼らには「自分はどうせ社会不適合者」のように自ら社会的に否定的な人間であろ
うとし，それによりひきこもりを長期化する共通点がある。彼らは自分が社会的に望ましくない
人間であるという明確な役割意識を持つため従来の拡散では説明できず，彼らに有効な教育法
は不明なままである。 
 自ら否定的であろうとする若者を含めてひきこもりに有効な教育法を提案するためには，彼
らの [1] ひきこもり症状が長期的にどのように推移し，[2] どのようにひきこもりに陥るのか， 
[3] 予防・改善に重要な点は何なのかについて，基礎的な知見を蓄積する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，否定的な役割に基づいたアイデンティティである「否定的アイデンティティ」
(Erikson, 1968; Hihara et al., 2018) の観点を導入した。本研究の目的は，若者の拡散およ
び否定的アイデンティティの発達経路が，[1] ひきこもり症状の長期的変化，[2] ひきこもりに
陥る機序，[3] 予防・改善に有効な点，それぞれとどのように関わっているのかを検討すること
であった。 
 
３．研究の方法 
(1) 高等教育機関 (大学，大学院，短期大学，専門学校) に所属する日本の学生 2313 名に対し
て，6か月間隔で 3時点の縦断調査を行った。否定的アイデンティティを測定するための自己に
関する自由記述や，ひきこもり特性を測定するための尺度などを使用した。 
 
(2) 4 年生の大学に所属する大学生のうち，卒業後に就職を予定している 3年時生 756 名に対し
て，3か月間隔で 5時点の縦断調査を行った。拡散の若者が持ちやすいアイデンティティの苦悩
やひきこもりの特性を測定するための尺度などを使用した。 
 
(3) ひきこもり特性をもつ若者を含む計 96名の大学生に対して，オンラインでインタビュー調
査を行った。インタビュー調査では，参加者自身が「これが普通だ」「これが一般的だ」と思わ
れるようなライフストーリー (人生の物語) から逸脱した経験について尋ね，追加でいくつか
の追質問を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 否定的アイデンティティとひきこもり特性の双方向の縦断的な関連性を，交差遅延モデル 
(cross-panel lagged model) によって検討した。その結果，ある時点の否定的アイデンティテ
ィは，次の時点のひきこもり特性の高さを予測しなかった。一方で，ある時点の高いひきこもり
特性は，次の時点の高い否定的アイデンティティを予測した。つまり，他者や社会から離れ「ひ
きこもり」としての社会的に望ましくないラベルを取り入れることが，否定的アイデンティティ
の形成につながることが示唆された。 
 
(2) まず，就職活動時期におけるひきこも
り特性の縦断的な軌跡を検討した (図 1)。
その結果，この時期には，やや強いひきこも
り特性がさらに強まる軌跡の若者が多く，
また非常に強いひきこもり特性を維持する
軌跡の若者もいることが明らかになった。
また，ひきこもり特性の軌跡を，アイデンテ
ィティの苦悩が予測するのかどうかを，多
項ロジスティック回帰分析 (multinomial 
logistic regression analysis) によって
検討した。その結果，ひきこもり特性に関連
する他の変数 (抑うつ，人生満足，就職への
期待，性別) を統制したうえでも，強いアイデンティティの苦悩は，強いひきこもり特性によっ
て特徴づけられる軌跡への所属を説明した。アイデンティティの苦悩はアイデンティティ拡散
の発達経路に密接に関連すると想定されているため，その役割を示した点で重要な成果である。 
 

図 1. ひきこもり特性の軌跡 



(3) ひきこもり特性がカットオフ値（Teo et al., 2018）を超えるひきこもり者と，それ以外の
若者の間で，インタビューによって得られた自己語りの内容を比較した。ひきこもり者は，それ
以外の若者と比較して，社会の中で「これが普通だ」とされているライフストーリーについて詳
細に考えていた。また，そうしたライフストーリーとは異なる，自分独自のライフストーリーを
構築していた。次に，自己語りの内容を質的に分類するテーマ分析 (thematic analysis) を行
った。ひきこもり者は，「周囲と分け隔てなく円満な関係性を築くべき」や「より良い大学や会
社に進むべき」といった「普通の生き方」に沿えないためにアイデンティティ発達につまずいて
いた。そして，そうした逸脱に対して「良い大学や会社に進むのは一つの生き方に過ぎず，自分
自身で生き方を決めるのが大事である」のような自分独自のストーリーを洗練させることが，ア
イデンティティ発達および社会参入の基盤になることが示唆された。こうしたライフストーリ
ーの構築を助ける教育的支援のあり方を模索することが有効である可能性がある。 
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